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連続点滅

室外ユニット

室外制御基板を交換する

センサ～抵抗特性

。
。

。

。

。

。

連続点滅

圧縮機ON後、20秒間または
2分～2分20秒の間に5秒間
電源投入後20秒間または圧
縮機ON後2分～2分20秒の
間に5秒間－30℃を検知し，
40分間に3回発生した場合。
電源投入後20秒間に検知し
た場合は１回で発生。

-

外気温度センサ（Tho-A）
温度－抵抗特性

接続不良
▪

室外ユニット制御基板を
交換する。
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連続点滅
吐出管温度センサ断線（Tho-Ｄ1）

吐出管温度センサ
（Tho-D1）を交換する。

吐出管温度センサ(Tho­D1)
温度ー抵抗特性

室外ユニット

連続点滅

。
。

。

。

圧縮機ＯＮ後，10分から20
秒間に5秒間，－30℃以下を
検知し，これを40分間に3回
発生した場合。

▪室外ユニット制御基板不良

YES

YES

NO

NO

。

1回点滅

室外ユニット制御基板
交換

接続不良

温
度
セ
ン
サ
抵
抗 

 

〔T≦80℃〕

吐出管温度センサ（Tho－D1）
温度－抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗 
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高圧異常（63H1-1作動）

が作動

63H1-1は4.15MPa
以上で作動したのか

63H1-1は正常か
コネクタ接続部や
断線はないか

運転状態の確認，記録
63H1-1作動時の高圧
圧力センサの値を確認

室外ユニット

圧力ゲージを付け再運転

コネクタ未接続

連続点滅

連続点滅

。

。

。

。）

詰まりはあるか 詰まり修正

高圧圧力センサが
　4.14ＭＰa以上を
  10秒連続して検知
60分以内に5回作動
60分間作動継続

-
高圧圧力センサの不良
が考えられる。再運転後
E54に基づき高圧セン
サ単体を確認する。（不
良の場合は高圧圧力セ
ンサ交換）

室
外熱交フィン詰まり/ファン
モータダウン

▪

▪高圧圧力スイッチ不良

室外熱交フィン目詰まり

室外ユニット制御基板
交換

5

ける。開
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

･運転状態の確認、記録
･パワートランジスタ温度の確認
･室外ファン、インバータ
  冷却ファンの動作確認
 
･故障診断E48に従って修            

E41（E51）
７セグメント：E41（E51）-1 パワートランジスタ過熱連続点滅 消灯

1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外ユニット 診　断 処　置

室外ファンは回っていたか

電源をリセットし、再運転する

電源OFF後

インバータ冷却ファンは回っているか

２．異常検出の方法

３．異常発生の条件

４．予想される原因

・パワートランジスタ不良

・インバータ基板不良

・パワートランジスタ温度
　センサ不良

・ファンモータ異常
・インバータ冷却ファン
異常

注記：

７セグメント表示（E41-1）

NO

上吹き？
横吹き？

YES 

NO

YES 

NO運転後再現するか

YES 

上吹き

横吹き

NO

電源OFF後

電源ON後

パワートランジスタ
温度センサ特性はOKか（※）

NO

YES 

パワートランジスタ
温度センサのコネクタ接続は
OKか（短絡・断線確認）

NOパワートランジスタの取付は正常か
ねじの締付、放熱シリコン確認

NOインバータ基板のDC15V電源
はあるか（※4）

YES 

YES 

YES 

ON領域にも関わらず回らない場合は、
室外ユニット制御基板のコネクタ部（※3）
で電圧を確認してください。
AC200Vある場合は、インバータ冷却
ファンを交換。
0Vの場合は室外ユニット制御基板を交換。
インバータ冷却ﾌｧﾝは下の条件で運転

静観
（可能であれば継続しデー
タを取得する。）

OFF ON
81℃ 85℃

パワートランジスタセンサ温度1,2
センサを確実に接続する。

※センサ特性は、122ページ
　参照。パワートランジスタ
　温度センサ交換。

インバータ基板交換。

パワートランジスタにシリコン
をしっかり塗って放熱フィン
にしっかり固定してください。

パワートランジスタ交換。

※3 測定箇所　CNN8 ①－③ピン間
※4 測定箇所　C51の＋－間
      再現しない場合は、メンテPCを接続しデータ取得を継続する。（各地区の技術課が管理する。）

パワートランジスタからの
異常信号が
5回/時間発生。（E41）
または、15分連続で発生する。
（E51）

停止30分前データをメンテPCに保存する。

  理する。

連続点滅

・
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E42

７セグメント：E42-1 カレントカット（CM1）連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外ユニット

パワートランジスタ内蔵の
電流センサでインバータ
出力電流の異常電流を検出。

パワートランジスタからの
異常信号（インバータ出力
電流88A以上）が4回/15分
発生。

診　断 処　置

故障診断E48に従って
修理

圧縮機交換
オイルセパキャピ・ス
トレーナ点検
（要すれば交換）

運転状態の確認、記録
異常な圧力になってい
ないか

静観。

圧縮機交換。

インバータ基板交換。

パワートランジスタ
交換。

パワートランジスタ
交換。

インバータ基板交換。

２．異常検出の方法

３．異常発生の条件

４．予想される原因

・圧縮機不良
・冷媒漏れ
・冷媒回路部品不良
・パワートランジスタ不良
・インバータ基板不良
・ファンモータ異常

注記：※3 測定箇所　C51の＋－間
　　　　※4 測定箇所　P-U,P-V,P-W,N-U,N-V,N-W,P-N間の抵抗値を確認する。（圧縮機の配線を外して確認すること。）
　　　　        再現しない場合は、メンテPCを接続しデータ取得を継続する。（各地区の技術課が管理する。）

停止30分前データをメンテPCに保存する。

30分前データを評価する。

NO

YES 

YES

YES

NO

パワー
トランジスタ
異常

短絡
あり

正常

その他
（チェッカなし含む）

NO 

NO 

電源リセットし、再運転する。

問題あるか

圧縮機端子間
※5 抵抗・メガー・モータ絶縁は

※5　P1124,1404HLXJ:0.512Ω（20℃）
        P1604HLXJ:0.431Ω（20℃）

室外ファンは回っているか

インバータ基板
のDC15V電源はあるか

（※3）

インバータ
出力はあるか

インバータ基板不良
チェッカで確認

パワトラモジュール間の
抵抗値測定(※4)
(短絡していないか)

再発するか

連続点滅 1回点滅

YES 

NO

NO
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室外ユニット

規定外の室内ユニット台数
が登録されているとき
規定外の室内ユニット容量
が接続されている場合

・接続台数異常
・接続容量異常
　室内ユニットの合計接続
　台数および接続容量が
　規定を外れた状態で運転
　した場合

・室内外アドレス設定間違い
・通信線の接続間違い
・室内外の通信異常

1. 対象機種

２. 異常検出

３. 異常発生条件

４. 予想原因

５. 故障診断と処置

注記：処置後，電源リセットしてから試運転確認を実施し，異常表示が発生しないことを確認してください。
　　　　室内外電源リセットがないとアドレスが正しく確定されません。

処  置診  断

運転状態の確認，記録

室内ユニットの電源が

内容

接続台数異常，接続容量異常

表示

ﾘﾓｺﾝ:E43
7ｾｸﾞﾒﾝﾄ:E43-1,2

LED 緑 赤

室内 連続点滅 消灯

室外

YES

停止30分前データをメンテPCに保存する。

運転／停止中に

※1

E43-1/1回点滅：接続台数異常，E43-2/2回点滅：接続容量異常

※1

※1

電源をリセットする。

E43表示

室内ユニット接続容量が
変動する。

規定台数／容量が
外れている。

NO

室内外通信異常の可能性があり
ます。
室外ユニット故障診断E5を参照。

設備図面に対して7セグメ
ントコードやメンテPCで
台数を確認（他系統も含め
確認すること）。

室内外のアドレスを総点検
　◇室外：メンテPC，7セグメント，QSS，ロータリスイッチ
　◇室内：リモコン，QSS，ロータリスイッチ
で確認。

通信線上に予定
以上の室内ユニットがある。
または室内ユニット容量が

予定より減っている。

AB間の抵抗値やQSSでも
確認のこと。

OFFされた履歴がないか
確認する。

室内アドレスおよび接続
容量を点検し，修正する。

通信線が別系統と
つながっていませんか。
通信線を分離する。

室内ユニットの電源が
OFFされていないか
確認する。

アドレスを修正する。
（いずれかのアドレスが
間違っています。）

ロータリスイッチを修正
しても正しいアドレスに
ならない基板は交換。
（ロータリスイッチ不良）

※ロータリスイッチ不良の可能性もあるため，スイッチ
以外の方法を推奨する。

※交換前にアドレス設定
のロータリスイッチが
壊れていないか確認
してください。

ご注意
アドレス変更後，電源リセットしないと
アドレスが確定されません。YES

YES

YES

NO

NO

NO

YES

連続点滅
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NO

停止前30分間データをメンテPCに保存する。

配管/配線の接続間違いはあるか
・設備図面での室内ユニット台数と室外ユニッ
　トの室内認識台数とを比較チェック

NO

現地追加チャージ量が過大か
・冷媒量計算および追加チャージ記録を再チェック

YES 

YES 

YES 

過冷却コイル回路は正常か
・EEVSCが開き放しになっていないか
・冷房時ならばＴho-Ｈが抜けていないか
　特性はOKかPSLの特性はOKか

YES 

冷房時ならば室内過熱度制御は正常か※
・室内電子膨張弁が開き放しになっていないか
・Thi－R1，2，3の取付位置は正しいか特性はOKか
・フィルタ詰りはないか
・室内ファンは回るか

YES 

暖房時ならば室外過熱度制御は正常か
・EEVH1，2が開き放しになっていないか
・Ｔho－Ｒ1，2，3，4の取付位置は正しいか特性はOKか
・PSLの特性はOKか
・氷雪や粉塵等により室外熱交フィンが目詰りしていないか
・室外ファンは回るか

Ｔho-C1の特性はOKか

YES

NO 

NO 

NO 

NO 

Ｅ44
7 セグメント：E44 -1 液バック異常（4 形）

連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外ユニット 診　断 処　置

配管 / 配線接続を正規
に修正

冷媒量を適正に調整

・EEVSC 交換 
・コイル接続確認・交換 
・Tho-H 交換，PSL 交換

・室内電子膨張弁交換 
・コイル接続確認・交換 
・�Thi–R1，2，3位置確

認・交換
・�フィルタ清掃
・�室内ファンモータコ

ネクタ接続確認
・�室内ファンモータ交換
※メンテPCの室内データ：
Thi-R1，2，3から液バック気
味の室内ユニットを特定し
てみる。（Ｒ3≒Ｒ2の場合液
バック気味）

・EEVH1，2交換 
・コイル接続確認・交換 
・�Ｔho－Ｒ1位置確認・

交換
・�室外熱交フィン清掃
・�室外ファンモータコ

ネクタ接続確認
・�室外ファンモータ交換
Ｔho-C1交換

メンテPCによるデータ取得
を行ない，弊社へ調査依頼

２．異常検出方法

圧縮機のドーム下過熱度
が5℃以下の状態を連続
15分または30分検知

３．異常発生条件

90分以内に3回検知した
場合

４．予想原因

・配管 / 配線アンマッチ
・オーバーチャージ
・過熱度制御不良
・過冷却コイル回路不良
・ドーム下温度センサ不良

注記：再現しない場合はメンテ PC を接続しデータ取得を継続する。（各地区の技術課が管理する。）

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

液バック異常
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表示 ＬEＤ 緑  赤 

室内

室外

内容 
連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外ユニット 診　断 処　置

YES 

電源リセットし，再運転する。

再発するか？

電源をOFFし
インバータ基板-制御基板間のハーネス，

コネクタの接続は良いか？

室外ユニット制御基板の
DC15V電源はあるか？

 

静観。

・運転状態の確認，記録。

・可能な限りエラー発生30分

前の運転条件で確認。

室外ユニット制御基板交換。

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

注記：

          

リモコン： E45
７セグメント：E45-1 インバータ・室外制御基板間通信異常

　 　 

7セグメント表示（E45-1）

NO 

停止30分前データをメンテPCに保存する。

電源ON

YES 

・通信線不良

断線：ハーネス交換

外れや差し間違い：正しく修正
する。

系統1のインバータ基板を交換。
それでも直らなければ室外ユニット制御
基板を交換。

インバータと室外ユニット制
御基板間の通信が成立しな
い時

連続点滅

YES 

電源OFF

※4

点検にてCNI3を
外した場合は，
必ず元に戻すこと。

NO 

NO 

1回点滅

・室外ユニット制御基板
　　不良

        ※4 測定箇所　C13の＋－間またはIC3の2-3間，C79の両端でも可。またはCNI3の2-3間。

再現しない場合は，メンテPCを接続しデータ取得を継続する。（各地区の技術課が管理する。）
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連続点滅

連続点滅

室外ユニット

運転状態の確認，記録
エラー発生している系統
が自動アドレス設定なの
かリモコンアドレス設定
なのか手動アドレス設定
なのか確認すること

自動アドレス設定の通信
線が他室外ユニット系統
と繋がっている

室外ユニットの電源を1台毎にONし，自動
アドレス設定で立上る室外ユニットを捜す。

自動アドレス設定

自動アドレスの通信線が他
の室外ユニット系統と繋
がっている時

（室内ユニットで検出）

自動

。

。

室外ユニット2台以上同一通信線上に繋ぐ場合には、
リモコンアドレス設定または手動アドレス設定に変更する

NO

NO

YES

間違い
間違い

自動アドレスは他の室
外ユニット系統と接続
出来ません。

スイッチ
※交換前にアドレス設定

のロータリスイッチが
壊れていないか確認し
てください。

室外ユニット基板交換※

YES

NO

YES
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表示 
リモコン： E48

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

7セグメント：E48-1,2 ※1 室外ファンモータ異常（1/2）
消灯

１．対象機種 5．故障診断と処置（E48-1でもファンモータ2も点検すること，E48-2でもファンモータ1も点検すること。）

室外ユニット 診　断 処　置

配線修復

E45同様にDC280V
回路を点検する。

ファンモータ交換

室外ユニット制御基板
交換

ファンモータ交換

ファンモータ交換

次ページ参照

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・配線断線・未挿入
・ファンモータ故障

・室外ユニット制御基板
　 不良

注記：※3 測定箇所　　　　制御基板のCNA2コネクタ部

※1　 ※2　E48-1：FMo1，E48-2：FMo2 E48-1：1回点滅，E48-2：/2回点滅

電源OFFし，ファンモータの制御信号のコネクタを基板から

停止30分前データをメンテPCに保存する。

外して再度運転。

ファンモータ
電源ヒューズが切れて

いるか？

電源OFFし，ファンモータの制御信号のコネクタを基板に

接続して再度運転。

NO 

※3

A 

ファンモータに
DC280Vの出力は

あるか？

ヒューズ交換

NO 

手回しで
ファンが滑らかに回転

するか？

YES

室外ユニット制御基板の
DC15V電源の出力は

あるか？

YES

※4
ファンモータの

電源線の抵抗値は短絡
状態となって

いるか？

NO 

※4
ファンモータの

信号線の抵抗値は短絡
状態となって

いるか？

NO 

配線被覆に
傷や断線はあるか？

連続点滅

※2連続点滅

ファン回転数が100min-1

以下を30秒間検知

 
 

異常検出方法が60分間に
5回作動した場合

YES

※5

NO 

NO 

NO 

YES

YES

YES
YES

※4 別表の抵抗値参照（次ページ参照）
※5 測定箇所　　　　
再現しない場合は，メンテPCを接続しデータ取得を継続する。（各地区の技術課が管理する。）

制御基板のIC3の2-3pin間，または制御基板のCNFANコネクタの4-5pin間



－ 118－

表示 
リモコン： E48

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

7セグメント：E48-1,2 ※1 室外ファンモータ異常（2/2）
消灯

１．対象機種 5．故障診断と処置（E48-1でもファンモータ2も点検すること，E48-2でもファンモータ1も点検すること。）

室外ユニット 診　断 処　置

ファンモータ交換

室外ユニット制御基板交換

室外ユニット制御基板交換

静観

ファンモータ交換

ファンモータ交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・配線断線・未挿入
・ファンモータ故障

・室外ユニット制御基板不良

※6 速度指令電圧　0～6.5［V］

別表：ファンモータ抵抗値（参考値※）

※7 メンテPCまたは7セグメントで確認する。
再現しない場合は，メンテPCを接続しデータ取得を継続する。（各地区の技術課が管理する。）

注記：※5 測定箇所　　　　制御基板のIC3の2-3pin間，または制御基板のCNFANコネクタの4-5pin間

※1　 ※2　E48-1：FMo1，E48-2：FMo2 E48-1：1回点滅，E48-2：2回点滅

2個のファンモータ制御信号を制御

基板のコネクタ部で入替える。

NO 

ファンモータは
運転するか？

NO 

YES

YES

YES異常再発するか？

※7 ※6

※5　2個ファン仕様のみ

ファンモータの
回転数指令と実回転数は

一致しているか？

NO 

NO 

YES

運転しないファン
モータは入替わるか？

速度指令電圧は
正常範囲内か？

ＦＧ信号は
0 or 5Vか？

連続点滅

※2連続点滅

ファン回転数が100min-1

以下を30秒間検知

異常検出方法が60分間に
5回作動した場合

YES

A 

SSA512T076G
計測箇所

ファンモータ品番

※　使用する計測器によっても計測値は変化します。本数値は短絡等の明らかな異常を点検するための数値であり，良否判断を補償する数値ではありません。

PCA512A002A

1[MΩ]以上

－

－

－

60[kΩ]±20%

250[kΩ]±20%

1[MΩ]以上

1[MΩ]以上

－

－

－

60[kΩ]±20%

250[kΩ]±20%

1[MΩ]以上

Vmアカ1pin

－－2pin

－－3pin

GNDアオ4pin

Vccチャ5pin

Vspダイ6pin

FGシロ7pin

SSA512T076L

PCA512A002D

コネクタ

NO

YES

NO



－ 119－472

121

連続点滅

連続点滅

。

。

EEVまたは
ストレーナ
が詰まって
いるか

EEV本体または
ストレーナを交換

室外ユニット

低圧 5

低圧
（　　　　 ）

（　　　              　   ）

接続間違いが

運転中；
低圧＜0.003MPaを連続5
秒間検知
低圧≦0.134MPaを連続30
秒間検知
60分間に5回検知した場合。

室内熱交温度センサ交換

コネクタ接続部

蒸発器側の制御基板交換

蒸発器側EEV開度

運転状態の確認，記録
エラーの状況確認
冷媒量はOKか
外板記載の現地配管長
の封入量もチェック方

操作弁開をチェックする。

▪

室外ユニット制御基板交換
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７セグメント：E53/E55-1※
※　 E53：Tho-S，E55-1：Tho-C1

（Tho-S）
（Tho-C1）

Tho-S：
・電源投入から20秒間また
は圧縮機ON後，2分～2分
20秒の間に－50℃以下を
連続5秒検知した場合。

Tho-C1：
・圧縮機ON後，10分～10
分20秒の間に－40℃以下
を連続5秒検知した場合。

1回点滅

▪

室外ユニット制御基板を交換する。

温
度
セ
ン
サ
抵
抗 

 

〔T≦80℃〕

ドーム下温度センサ（Tho－C1）
温度－抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗 

 

〔T≧80℃〕

温　　度〔Ｔ〕（℃）

T≦80℃
T≧80℃

100

50

0

10

5

0
0 50 80 100

(k) (k)

0
20
40
60
80
100
120
140
160
180
200

0 20 40 60 80 100 120 140 160
温　　度（℃）

温
度
セ
ン
サ
抵
抗

（kΩ）
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※　 E54-1；低圧センサ断線，E54-2；高圧センサ断線　※2　 E54-1：1回点滅，E54-2：2回点滅

圧縮機ON後2分～2分20秒の
間に5秒間連続検知

※2

▪

室外ユニット制御基板を交換する。
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点点点点点滅滅滅滅滅 ）
1回点滅 パワートランジスタ温度センサ断線（Tho-P1）

室外ユニット

連続点滅

連続点滅

。 。

。

YES

YES

NO

NO

。

パワートランジスタ温度

パワートランジスタ温度

20
5

▪室外ユニット制御基板不良

室外ユニット制御基板を交換する。

（Tho-P1）を交換す
る。

パワートランジスタ温度センサ（Tho-P1）
温度－抵抗特性

温　　度〔Ｔ〕（℃）

T≦80℃
T≧80℃

100

50

0

10

5

0
0 50 80 100

温
度
セ
ン
サ
抵
抗
(k)

0
20
40
60
80
100
120
140
160
180
200

0 20 40 60 80 100 120 140

温度（℃）

温
度
セ
ン
サ
抵
抗

（kΩ）
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表示 
リモ
７セグメント：
コン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E58
E58-1 圧縮機脱調異常連続点滅 消灯

1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外ユニット

7セグメント表示（E58-1）

診　断 処　置

インバータ
出力はあるか

停止30分前データをメンテＰＣに保存する。 

30分前データを評 価する。

電源投入し（可能ならば1時間後に）再運転する。

電源投入して1時間
以内の最初の起動か

 インバータ基板を
交換した履歴があるか

インバータ基板の
DC15V電源はあるか

（※1）

インバータ基板不良
チェッカで確認

その他
（チエッカなし含む）

パワトラ
異常

短絡
あり

正常

パワートランジスタ
モジュール間の抵抗値測定(※2)

（短絡しているか）

NO 

YES 

YES 

NO

NO 

NO 

圧縮機端子への接続配線
に接触不良はあるか

再発するか

運転状態の確認、記録

冷媒寝込みの可能性あり。電源投入状態
で1時間程度待ち再起動させてください。
（クランクケースヒータに通電し圧縮機に
寝込んでいる液冷媒を蒸発させる。）

機種設定が間違っている可能性がありま
す。ディップスイッチ設定を確認してく
ださい。

配線交換。
（圧縮機側の端子台に問題があれば
圧縮機交換。）

静観

圧縮機交換

インバータ基板交換。

パワートランジスタ交換

パワートランジスタ交換

インバータ基板交換

２．異常検出の方法

３．異常発生の条件

４．予想される原因

・起動前の通電時間不
  足（クランクケースヒー
  タ未通電による起動）
・圧縮機不良
・インバータ基板不良
・パワートランジスタ不良

注記：※1 測定箇所 C51の＋－間
※2 測定箇所　P-U,P-V,P-W,N-U,N-V,N-W,P-N間の抵抗値を確認する。（圧縮機の配線を外して確認すること。）
　　再現しない場合は、メンテPCを接続しデータ取得を継続する。（各地区の技術課が管理する。）

各インバータ基板より脱調
異常信号を15分以内に4回
検知した場合

YES 

YES 

YES 

YES 

NO

NO

連続点滅
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表示 
リモコン:E59
７セグメント:E59 -1

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

圧縮機起動不良（CM1）連続点滅 消灯

1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外ユニット

圧縮機モータが位置検出
運転に移行できない。

同一圧縮機にて20回連続
（10パターン×2回）で起動
できない。

診　断 処　置

YES AC200V±10％がスペック

NO

NO

YES 

NO

YES パワー
トランジスタ
異常

短絡
あり

正常

その他
（チェッカなし含む）

NO

NO

電源電圧は適正か

3分起動遅延時に圧力
はバランスしているか

圧縮機端子への接続配線
に接触不良はあるか

運転状態の確認、記録

電源電圧等の確認。

ソフトNo.を確認。（最新か）
SV6(オイルセパ出口)が、
圧縮機停止時にONとなって
いるか。（圧力はバランスし
ているか。）

配線交換。
（圧縮機側の端子台に問題
があれば圧縮機交換。）

静観。

圧縮機交換。

インバータ基板交換。

パワートランジスタ交換。

パワートランジスタ交換。

インバータ基板交換。

２．異常検出の方法

３．異常発生の条件

４．予想される原因

・電源電圧異常
・冷媒回路部品不良
・インバータ基板不良
・配線，コネクタ挿入不良
・圧縮機不良
（モータ，軸受）

注記：※3 測定箇所　C51の＋－間
※4 測定箇所　P-U，P-V，P-W，N-U，N-V，N-W，P-N間の抵抗値を確認する。
　　　　　　（圧縮機の配線を外して確認すること。）
　　再現しない場合は、メンテPCを接続しデータ取得を継続する。（各地区の技術課が管理する。）

停止前30分間データをメンテPCに保存する。

30分前データを評価する。

差圧のない条件で,試運転モードで起動する

 

インバータ
出力はあるか

インバータ基板の
DC15V電源はあるか

（※3）

インバータ基板不良
チェッカで確認

パワートランジスタ
モジュール間の抵抗値測定(※4)

（短絡しているか）

起動するか

連続点滅

YES 

YES 

YES 

NO
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YES

NO

477

連続点滅

　　を入
替え

1回点滅

室外ユニット

ノイズによる一過性の誤
動作/ノイズ源があれば
対応

圧縮機口一タ位置検出異常
（CM1）連続点滅

。

。

。）

配線を入
替えて故障圧縮機が
入替わるか

YES

YES

YES

YES

NO

NO

NO

NO

は
正常か

NO

YES
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連続点滅

リモコンに緊急停止
「有効」となっているか？

連続点滅

室内ユニット

室内ユニット制御基板交換

リモコン基板交換

緊急停止発生原因を調
査する
（設備業者と打合せする
時，停止30分前のデー
タがあるほうがよい。）

。

。

YES

YES

NO

NO

・緊急停止要因の発生
・リモコン基板不良
・
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注⑴　コネクタの機能については 129 ページを参照してください ｡

PCA012D046 D

FDCP1124，1404HLXJ
⒜　コントロール基板交換要領

安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・基板交換はこの交換要領書に従って確実に行ってください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れていることを確認してから行ってください。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認してください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束してください。感電の原因になることがあります。

　　下記の要領でコントロール基板の交換を行ってください。
１）交換作業は，電源を切って 3 分後に実施してください。
２）コネクタ（CNA1）の両極を測定し，電解コンデンサに充電された DC 電圧が十分に放電した事を確認してください。（図 2 参照）
３）コントロール基板のコネクタを外してください。
４）基板上の CT1 に通している青色の配線を外してコントロール基板を交換してください。
５）新しい基板の設定スイッチ（SW1-5）およびジャンパ線（J11-16）の設定 の基板に合わせてください。
６）青色の配線を交換した基板上の CT1 に通してねじを締めてください。
７）コントロール基板へコネクタを接続してください。（接続後，半挿しが無い様確認してください。）

警告！

注意！

警告！

注意！

⑷　室外ユニット基板の交換手順
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PCA012D025G R

⒝　インバータ基板交換要領

安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・基板交換はこの交換要領書に従って確実に行ってください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れていることを確認してから行ってください。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認してください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束してください。感電の原因になることがあります。

　　下記の要領でインバータ基板の交換を行ってください。
1）	交換作業は，電源を切って 3 分後に実施してください。

（図 2．コンデンサの位置を参照し電解コンデンサの両端電圧（DC）を測定し十分に放電したことを確認してください。）
2）	��インバータ基板の端子台，コネクタ，ファストン端子およびパワートランジスタ取付用のねじを外し，基板を取外してください。

外した時，既に塗布されているシリコングリスはコントローラの放熱フィンよりきれいに拭き取ってください。
3）	新しい基板のスイッチ（JSW10，11）の設定は交換前の基板に合わせてください。
4）�	�新しい基板のパワートランジスタ表面に，同梱のシリコングリスを均一に塗布して基板を取付けてください。塗布しないとパ

ワートランジスタが破損することがあります。
その時，シリコングリスは使い切ってください。

5）	�インバータ基板のパワートランジスタ取付用のねじを締め，端子台，ファストン端子およびコネクタを接続してください。
接続後に締め忘れ，半挿しがない様確認してください。特にパワートランジスタは緩みない様に取付ねじで締付けてください。
締付けないとパワートランジスタが破損することがあります。（推奨パワートランジスタ締付トルク：0.98 ～ 1.47N・m）

警告！

警告！

注意！

注意！

PCA565A151-1 
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■制御切換えスイッチ
・SW3（機能切換え） ・SW4（デマンド切換え）

■J13～15による切換え（有：短路/無：開放）

スイッチ 内　容

SW3-1
ON 点検LEDリセット

OFF 通常

SW3-4
ON 暖房時上限圧縮機回転数設定有効

OFF 無効

SW3-5
ON チェック運転開始

OFF 通常

SW3-7
ON 冷暖強制切換え

OFF 通常

SW3-8
ON テストモード

OFF 通常

・SW4（機種切換え）

・SW4（電源設定）

・SW4（電源相設定）

・SW5（機能切換え）

・SW7，8，9（機能切換え）機種
スイッチ

P112  P140

SW4-1 OFF ON

SW4-2 OFF OFF

有/無 内　容

J13
有 外部入力　レベル入力

無 外部入力　パルス入力

J15
有 デフロスト開始温度　通常

無 デフロスト開始温度　寒冷地

ON/OFF 内　容

SW5-1
ON 試運転開始　　  試運転

OFF 試運転開始　　  通常

SW5-2
ON 試運転　　　　  冷房

OFF 試運転　　　　  暖房　　　　　

SW5-3
ON ポンプダウン         ポンプダウン  　　

OFF ポンプダウン         通常　　　　　

内　容

SW7 データ消去/書込み

SW8 7セグメント表示UP　  1位

SW9 7セグメント表示UP　10位

コネクタ 機　能 コネクタ 機　能

CNA1 DC280V（スイッチ電源） CNEEV1 暖房用電子膨張弁

CNQ1 高圧圧力スイッチ（CN1） CNEEV3 過冷却コイル用電子膨張弁

CNW1 AC200/220V，欠相検知 CNX1 スーパリンク通信

CNN1 四方切換弁　 CNF1 過冷却コイル温度センサ（液）

CNR1 クランクケースヒータ CNF2 過冷却コイル温度センサ（ガス）

CNA2 DC280V（ファンモータ電源）

CNT0

室外熱交温度センサ

CNS1 外部入力 吐出管温度センサ

CNL2 低圧圧力センサ 吸入管温度センサ

CNL1 高圧圧力センサ 外気温度センサ

CNP1 パワートランジスタ温度センサ CNI3 DC15，18V

機種
スイッチ

P112 P140

SW4-3 OFF OFF

スイッチ

スイッチ

スイッチ

ジャンパ線

ON/OFF 内　容

SW4-7

ON

SW4-8

OFF デマンド切換え圧縮機能力　60％

ON  　　　　　デマンド切換え圧縮機能力　  0％

OFF
OFF  　　　 　デマンド切換え圧縮機能力　80％ 

ON  　　　　 デマンド切換え圧縮機能力　40％

機種
スイッチ

P112 P140

SW4-4 OFF OFF

■コネクタの機能

◆コントロール基板

 ◆インバータ基板
機種

スイッチ
P112 P140

JSW10－1 OFF OFF

JSW10－2 0N ON

JSW10－3 OFF OFF

JSW10－4 OFF OFF

JSW11－1 OFF OFF

JSW11－2 OFF OFF

JSW11－3 OFF OFF

JSW11－4 OFF OFF



－ 130－

FDCP1604HLXJ

安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・基板交換はこの交換要領書に従って確実に行ってください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れていることを確認してから行ってください。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認してください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束してください。感電の原因になることがあります。

　　下記の要領でコントロール基板の交換を行ってください。
１）交換作業は，電源を切って 3 分後に実施してください。
２）コネクタ（CNA1）の両極を測定し，電解コンデンサに充電された DC 電圧が十分に放電した事を確認してください。（図 2 参照）
３）コントロール基板のコネクタを外してください。
４）基板上の CT1 に通している白色または青色の配線を外してコントロール基板を交換してください。
５）新しい基板の設定スイッチ（SW1-5）およびジャンパ線（J11-16）の設定を交換前の基板に合わせてください。
６）白色または青色の配線を交換した基板上のＣＴ１に通してねじを締めてください。
７）コネクタを交換前と同じ場所に接続してください。（接続後，半挿しが無い様確認してください。）

警告！

注意！

警告！

注意！

LED１（赤）

LED２（緑）

LED３

PCA012D028D K

注⑴
コネクタの機能は 132 ページを参照してください。

⒜　コントロール基板交換要領
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⒝　インバータ基板交換要領

安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・基板交換はこの交換要領書に従って確実に行ってください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れていることを確認してから行ってください。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認してください。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束してください。感電の原因になることがあります。

　　下記の要領でインバータ基板の交換を行ってください。
1）交換作業は，電源を切って 3 分後に実施してください。

（図 2．コンデンサの位置を参照し電解コンデンサの両端電圧（DC）を測定し十分に放電したことを確認してください。）
2）	�インバータ基板の端子台，コネクタ，ファストン端子およびパワートランジスタ取付用のねじを外し，基板を取外してください。

外した時，既に塗布されているシリコングリスはコントローラの放熱フィンよりきれいに拭き取ってください。
3）	新しい基板のスイッチ（JSW10，11）の設定は交換前の基板に合わせてください。
4）��	�新しい基板のパワートランジスタ表面に，同梱のシリコングリスを均一に塗布して基板を取付けてください。塗布しないとパ

ワートランジスタが破損することがあります。
その時，シリコングリスは使い切ってください。

5）	�インバータ基板のパワートランジスタ取付用のねじを締め，端子台，ファストン端子およびコネクタを接続してください。
接続後に締め忘れ，半挿しがない様確認してください。特にパワートランジスタは緩みない様に取付ねじで締付けてください。
締付けないとパワートランジスタが破損することがあります。（推奨パワートランジスタ締付トルク：0.98 ～ 1.47N・m）

警告！

警告！

注意！

注意！

PCA565A151-1 

PCA012D025G R
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■制御切換えスイッチ（SW3，4，5）
・SW3（機能切換え） ・SW4（デマンド切換え）

■J13～15による切換え（有：短路/無：開放）

スイッチ 内　容

SW3-1
ON 点検LEDリセット

OFF 通常

SW3-4
ON 暖房時上限圧縮機回転数設定有効

OFF 無効

SW3-5
ON チェック運転開始

OFF 通常

SW3-7
ON 冷暖強制切換え

OFF 通常

SW3-8
ON テストモード

OFF 通常

・SW4（機種切換え）

・SW4（電源設定）

・SW4（電源相設定）

・SW5（機能切換え）

・SW7，8，9（機能切換え）機種
スイッチ

P160  

SW4-1 ON

SW4-2 ON

有/無 内　容

J13
有 外部入力　レベル入力

無 外部入力　パルス入力

J15
有 デフロスト開始温度　通常

無 デフロスト開始温度　寒冷地

ON/OFF 内　容

SW5-1
ON 試運転開始　　  試運転

OFF 試運転開始　　  通常

SW5-2
ON 試運転　　　　  冷房

OFF 試運転　　　　  暖房　　　　　

SW5-3
ON ポンプダウン         ポンプダウン  　　

OFF ポンプダウン         通常　　　　　

内　容

SW7 データ消去/書込み

SW8 7セグメント表示UP　  1位

SW9 7セグメント表示UP　10位

コネクタ 機　能 コネクタ 機　能

CNA1 DC280V（スイッチ電源） CNEEV1 暖房用電子膨張弁

CNQ1 高圧圧力スイッチ（CN1） CNEEV3 過冷却コイル用電子膨張弁

CNW1 AC200/220V，欠相検知 CNX1 スーパリンク通信

CNN1 四方切換弁　 CNF1 過冷却コイル温度センサ（液）

CNR1 クランクケースヒータ CNF2 過冷却コイル温度センサ（ガス）

CNA2 DC280V（ファンモータ電源）

CNT0

室外熱交温度センサ

CNS1 外部入力 吐出管温度センサ

CNL2 低圧圧力センサ 吸入管温度センサ

CNL1 高圧圧力センサ 外気温度センサ

CNP1 パワートランジスタ温度センサ CNI3 DC15，18V

機種
スイッチ

P160

SW4-3 OFF

機種
スイッチ

P160

SW4-4 OFF

■コネクタの機能

◆コントロール基板

 ◆インバータ基板
機種

スイッチ
P160

JSW10－1 OFF

JSW10－2 0N

JSW10－3 OFF

JSW10－4 OFF

JSW11－1 ON

JSW11－2 OFF

JSW11－3 OFF

JSW11－4 OFF

スイッチ

スイッチ

スイッチ

ジャンパ線

ON/OFF 内　容

SW4-7

ON

SW4-8

OFF デマンド切換え圧縮機能力　60％

ON  　　　　　デマンド切換え圧縮機能力　  0％

OFF
OFF  　　　 　デマンド切換え圧縮機能力　80％ 

ON  　　　　 デマンド切換え圧縮機能力　40％
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注⑴　「耐重塩害仕様」は日本冷凍空調工業会標準規格 JRA9002 に基づいています。
⑵　上表にて＿＿下線は標準機仕様と異なる点を示します。

仕　　　様
塗装用亜鉛メッキ綱板＋塗装　下塗：カチオン電着塗装　上塗：ポリエステル系塗料粉体塗装

※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）
Zn-Al-Mg 合金メッキ鋼板＋塗装　下塗：カチオン電着塗装　上塗：ポリエステル系塗料粉体塗装

※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）
外板と同じ

—
鉄線＋樹脂コーティング
鉄線＋樹脂コーティング

プラスチック
亜鉛メッキ鋼板＋プラスチック＋防錆剤塗布

外板と同じ
亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布

高耐食仕様プレコートアルミ（青色）
銅管＋防錆剤塗布

亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布

CEM3 銅張積層板＋防湿剤塗布
CEM3 銅張積層板＋防湿剤塗布
CEM3 銅張積層板＋防湿剤塗布
CEM3 銅張積層板＋防湿剤塗布

外板と同じ
亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布

外板と同じ
亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布

外板と同じ
亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布

ステンレス＋亜鉛コーティング＋クロメート処理＋フッ素コーティング
ステンレス＋亜鉛コーティング＋クロメート処理＋フッ素コーティング

鉄鋼＋亜鉛コーティング＋クロメート処理
ステンレス＋不動態化処理

ステンレス＋亜鉛コーティング＋クロメート処理＋フッ素コーティング
ステンレス＋亜鉛コーティング＋クロメート処理＋フッ素コーティング

鉄鋼＋亜鉛コーティング＋クロメート処理
ステンレス＋ニッケルメッキ十三価クロムメッキ

銅管
標準機仕様と同じ

外 側

内 側

外 側

内 側

部 品 名

外 板

P112, P140

P160
ド レ ン パ ン
フ ィ ン ガ ー ド
フ ァ ン ガ ー ド
フ ァ ン
フ ァ ン モ ー タ

P112, P140
P160

フ ィ ン
配 管
側 板

圧 縮 機
ア キ ュ ム レ ー タ
レ シ ー バ

制 御 基 板
I N V 基 板
ノ イ ズ フ ィ ル タ 基 板
E E V 基 板

P112, P140
P160

P112, P140
P160

P112, P140
P160

P112, P140

P160

冷 媒 配 管（ 機 械 室 ）
他（ 機 能 品， 銘 板 ）

底 板

モータベース

熱 交 換 器

電 装 品 箱

仕 切 板

操 作 弁
ブ ラ ケ ッ ト

ね じ

基
板

13. 耐重塩害仕様室外ユニット
耐重塩害仕様室外ユニットを受注生産品としてシリーズ化しています。商品ご注文時，耐重塩害仕様室外ユニット
としてご注文してください。
Ⅰ　仕　　様

• 一体形
1　形式：

●形式記号　（例）FDCSP1124HLXJ

2　仕様 耐重塩害仕様

FDCSP1124，1404，1604HLXJ

3　据付時のご注意
a）	 建物の風下や軒下等に設置してください。
b）	 海岸線に設置する場合直接潮風が当たらないように防風板等を設けてください。
c）	 水はけのよい場所に設置してください。
d）	 据付時についた傷は補修をしてください。
e）	� 取外したサービスパネル取付のねじは，作業終了後に確実に締め付けられていることを確認してく

ださい。
4　メンテナンス時のご注意

シーズンオフなどで長期間ユニットを停止する場合はユニットにカバーを掛ける等の処置をしてください。

B
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（B）据付場所について

直接風が当たるところ（設置環境により条件が変わります。）

（C）設置距離目安

H：耐重塩害仕様　L：耐塩害仕様　※1 瀬戸内海等 H：耐重塩害仕様　L：耐塩害仕様　※1 瀬戸内海等

設置する地域 設置距離目安
300m 500m 1km

内海に面する地域※1

外洋に面する地域

沖縄・離島

耐重塩害仕様

潮風の影響を受ける場所
ただし，塩分を含んだ水が直接室外ユニットにかからない場所

・室外ユニットに雨があまりかからない場所
・潮風が直接当たる場所
・室外ユニットの設置場所から海までの距離が約300m以内に
ある場所
・室外ユニットが建物の表（海岸面）になる場所
・室外ユニット設置場所付近のトタン屋根，ベランダの鉄製部の
塗り替え等が多い場所

－

L

L

直接風が当たらないところ（設置環境により条件が変わります。）

設置する地域 設置距離目安
300m 500m 1km

内海に面する地域※1

外洋に面する地域

沖縄・離島

L

L

L

－

海水飛沫および潮風に直接さらされることを極力回避するような場所へ設置してください。また，波しぶき
等が直接かかる場所への設置は避けてください。
外装パネルに付着した海塩粒子が雨水によって十分洗浄されるようにしてください。室外ユニットには日除
け等を取付けないなど配慮してください。
室外ユニット底板内への水の滞留は，著しく腐食状態を促進させるため，底板内の水抜け性を損なわないよ
うに，傾き等に注意してください。
海岸地帯への据付品については付着した塩分等を除去するために定期的に水洗いを行ってください。
据付，メンテナンス等で付いた傷は，補修してください。
機器の状態を定期的に点検してください。必要に応じて再防錆処置や部品交換等を実施してください。
基礎部分の排水性を確保してください。

a)

b)

c)

d)
e)
f)
g)

据
付
場
所

設
置
場
所
条
件

潮風

海

（D）据付上の注意（維持管理）

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

Ⅱ　据付場所について

Ⅲ　設置距離目安

Ⅳ　据付上の注意（維持管理）
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●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。




